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令和８年 金沢市教育委員会議第６回定例会 会議録 

 

１ 日 時  令和８年６月２６日（金） 

       開会  １３時３０分 

       閉会  １４時５０分 

 

２ 会 場  金沢市役所 第二本庁舎 ２階 ２２０１会議室 

 

３ 出席委員（４名） 

 教 育 長 野 口   弘 

 教 育 委 員 長 澤 裕 子 

    〃 櫻 吉 啓 介 

    〃 山 本 英 輔 

 

４ 欠席委員（３名） 

 教 育 委 員 大 島 淳 光 

    〃 丸 山 章 子 

    〃 木 村 陽 子 

 

 

  事務局 事務局長 安 宅 英 一 

 担当次長（兼）教育総務課長 前 多 洋 一 

 教育総務課長補佐 嶋 田 雄 吾 

 担当次長（兼）学校職員課長 中 田 知 邦 

 学校職員課担当課長・管理主事（兼）課長補佐 中 田 義 成 

 担当次長（部活動地域展開担当）（兼）学校指導課長 作 田 芳太郎 

 学校指導課担当課長（兼）課長補佐 藤 田 亮 治 

 市立工業高校事務局長 今 井 信 也 

 生涯学習課長（部活動地域展開担当） 小 川 晶 子 

 図書館総務課長（兼）玉川図書館長 岩 﨑 友 代 

 教育プラザ総括施設長 熊 谷 有紀子 

 （兼）学校教育センター所長 

 （兼）特別支援教育サポートセンター所長 

 

５ 案 件 

 非  議案第１５号 金沢子どもを育む行動推進委員会委員の委嘱等について（教育総務課） 

    議案第１６号 金沢市教育委員会事務決裁規則等の一部改正について （教育総務課） 

    議案第１７号 金沢市図書館の開館時間の変更等について     （図書館総務課） 

    報告第７号  学校屋内運動場等空調設備整備事業におけるＰＦＩ方式の導入手続きの 

           開始について                   （教育総務課） 

    報告第８号  令和８年度金沢市立小中学校児童・生徒数等について  （学校職員課） 

    報告第９号  金沢市立小中学校の勤務時間記録の集計結果（令和７年度分）について 

                                    （学校職員課） 

    報告第１０号 令和８年度金沢市教員採用候補者選考試験の申込状況について 

                                    （学校職員課） 
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    報告第１１号 新たな金沢型工業教育モデル懇話会の設置について 

                              （市立工業高等学校事務局） 

    報告第１２号 瑞芳高級工業職業学校への交流団派遣について 

                              （市立工業高等学校事務局） 

    報告第１３号 令和８年度かなざわ市民アカデミーについて     （生涯学習課） 

    報告第１４号 韓国・全州市立図書館への訪問について       （図書館総務課） 

    そ の 他 

    （１）今後の水泳授業のあり方検討について            （学校指導課） 

    （２）次回の定例会議の日程について 

 

６ 議事の経過等     以下のとおり 

 野口教育長の開議挨拶に続いて、傍聴希望者４名について協議し、傍聴を許可した。次に、会

議録署名委員に長澤委員を指名した。本日の議題について、野口教育長が議案第１５号を非公開

とするよう発議し、全会一致で非公開とすることを決定した。 

 審議に入り、議案第１６号、議案第１７号、報告第７号、報告第８号、報告第９号、報告第１

０号、報告第１１号、報告第１２号、報告第１３号、報告第１４号、その他（１）について説明・

質疑応答が行われ、原案どおり承認した。また、７月の定例会議の開催日を次のとおり決定した。

最後に議案第１５号について非公開で審議に入り、原案どおり承認し、閉会した。 

 

  ＊ ７月の定例会議の日程：令和８年７月２３日（木）１３：３０～ 

 

［案件の説明及び諸報告について］ 

 案件について、別添資料等に基づき事務局より説明・報告し、原案どおり承認された。 

 

［主な質疑・応答の内容について］ 

○ 議案第１６号 金沢市教育委員会事務決裁規則等の一部改正について（教育総務課） 

（説明の概要）議案書４ページ。改正理由は、教育委員会事務局の組織の見直しに伴い、関係規

定の改正を行うものとしている。 

 具体的には、教育施設の整備等に向けた体制強化として、現在、教育総務課内にある施設管理

係と教育施設等整備室を統合して、教育施設課を新設するものである。 

 今回の組織の見直しに伴い、改正が必要となる規則は、「金沢市教育委員会事務決裁規則」及び

「金沢市教育委員会事務局の組織及び分掌事務規則」の二つだが、それぞれに、新たに設置され

る教育施設課の規定を追加する。その具体について新旧対照表で説明する。 

 まず「金沢市教育委員会事務決裁規則」である。右側が現行、左側が改正案である。この規則

は教育委員会の事務の決裁について定めたものだが、事務局長、次長、課長等の専決事項を定め

る第９条の別表のうち、各課の個別専決事項を定める別表第２の表の中で、現行、教育総務課の

個別専決事項である「小学校及び中学校の施設及び設備の目的外使用の許可等」を、新設される

教育施設課の専決事項とする。 

 次に「金沢市教育委員会事務局の組織及び分掌事務規則」である。この規則は、教育委員会事

務局の組織とその事務分掌を定めたものとなる。教育委員会事務局の組織を定める第２条の表中、

現行の「教育総務課」内にある「施設管理係」及び「教育施設等整備室」を削り、新たに課とし

て「教育施設課」を、係として「施設管理係」と「施設整備係」を加える。 

 次に、教育委員会の各課等及び各係の分掌事務を定める第４条の表中、現行の「教育総務課」

内にある「施設管理係」と「教育施設等整備室」を削り、新たに「教育施設課」として、「施設管

理係」及び「施設整備係」の事務を定める。事務の内容自体は、それぞれ現行から変更はない。 

 施行期日は令和８年７月１日である。この執行体制の見直しにより、教育施設の着実な整備と
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効率的な管理に向けた体制を強化したいと考えており、子どもたちの健やかな成長に資するよう、

より一層の教育環境の充実を図っていく。 

 

山本委員 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

長澤委員 

 

 

 ２２ページの教育施設課の施設管理係の５番目に「他係に属しない事項」

とあります。これは例えば具体的にどのようなものが考えられるのか教え

ていただければと思います。 

 

 基本的に、施設管理係の方がいわゆる庶務機能を担う形となります。予

算や服務などに関わる事務をこちらで読む形としています。 

 

 それぞれ担っている職務は変わらないということですので、整備から管

理に向けて一体となって、一つの教育施設課で対応するということで、よ

り機動的に、かつ切れ目ない形での対応ができることを期待しています。 

 

○ 議案第１７号 金沢市図書館の開館時間の変更等について（図書館総務課） 

（説明の概要）議案書２４ページ。金沢市図書館規則第４条において金沢市図書館の開館時間が

定められており、同規則第１４条において玉川こども図書館の駐車場の入場時間が定められてい

るが、教育委員会が必要であると認める場合は変更できることになっている。 

 このたびの変更の目的は、夏休み期間中の児童生徒の図書館利用を促進し、子ども読書の推進

を図ることである。 

 変更内容は、午前１０時の開館時間を３０分繰り上げ、午前９時３０分とするものである。こ

れに伴い、図書館の駐車場の入場時間を３０分繰り上げる。 

 実施期間は、令和８年７月１８日（土）から８月３１日（月）までの４５日である。 

 実施する図書館は、長町図書室、泉野図書館、近世史料館、玉川こども図書館、及び金沢海み

らい図書館である。なお、玉川図書館城北分館は、城北児童会館に併設していることから、城北

児童会館の開館時間に合わせて、通年、午前９時３０分に開館している。 

 

長澤委員 

 

 

 

 

 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 

長澤委員 

 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 

野口教育長 

 開館時間を繰り上げることについては異存ないのですが、玉川図書館の

駐車場のことで教えていただければと思います。当時、設置する際に、混

雑や、出入りに関して混乱がないようにということを大変苦慮しながらつ

くったことを記憶しているのですが、今の駐車場の利用状況が通常のとき

と夏休みとで違いがあるのかなど、運用実態を可能であれば教えてくださ

い。 

 

 ただ今の駐車場の利用状況ですが、夏休み期間は確かに少々車は増えま

すが、以前のように渋滞することもなく、スムーズに運営できております。 

 

 入れないとか、そういったことはあまりないということでよろしいです

か。 

 

 入れないことはなく、無事に運営できております。 

 

 

 極めてスムーズに行っているということですね。 

 

○ 報告第７号 学校屋内運動場等空調設備整備事業におけるＰＦＩ方式の導入手続きの開始に

ついて（教育総務課） 

（説明の概要）議案書２６ページ。本市では、小中学校等の熱中症対策と災害時における避難環

境の向上に向けて、屋内運動場へ空調設備を整備することとしている。先の２月議会の当初予算
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において、ＰＦＩ方式による空調設備整備に係る事業準備経費３，５００万円を計上しているが、

今後、設計から施工、メンテナンスを一括して発注することとし、ＰＦＩの導入手続きを進める。 

 まず概要である。設備を整備する対象を市立小・中学校、市立工業高等学校など８７施設とし、

事業期間は、整備期間を令和９～１１年度の３年間、維持管理期間を令和１０～２４年度の１５

年間としている。 

 次に今後の手続きのスケジュールである。７月に総務局で所管する外部委員も入った第１回Ｐ

ＦＩ事業者選定会において事業の実施方針等をご審議いただき、８月に公表する。その後、９月

議会において補正予算案として債務負担行為を上程し、お認めいただけたら、１０月の第２回選

定会において特定事業選定を行い、１１月に公告／公募を行い、令和９年１月の第３回選定会で

事業者を選定することとなる。その後、３月議会で事業契約締結議案を上程し、お認めいただけ

れば、４月から事業に着手することとなる。 

 参考に、総務局で委員選定を行ったＰＦＩ事業者選定会の委員構成を載せている。 

 

櫻吉委員 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

櫻吉委員 

 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

櫻吉委員 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

山本委員 

 

 

前多教育総務課長 

 

長澤委員 

 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

 

 

 事業者が決定して、その後、維持管理期間１５年ということは、１５年

間ずっと同じ事業者が事業を行うということですか。 

 

 これからどういった形で事業者がそれぞれ公募してくるかということは

ありますが、基本的に同じ会社が１５年間のメンテナンスについて係るこ

とになります。 

 

 それは単年で契約更新ではなく一括のような形になるということかと思

いますが、例えば事業者が問題があって変えようということがあるのでは

ないかと思ったりします。その点はどうですか。 

 

 今、基本的に想定していますのが、ＰＦＩ事業を進める上で、空調の設

備会社や保守会社などの業者でＳＰＣという特定目的会社を設立して、そ

こが一気に受託するという形です。それは完全に会社としての位置付けに

なりますので、その会社自体が何か問題があるということであれば、当然

そこについては対応が必要かもしれませんが、その中の構成員が変わった

場合は、ＳＰＣの会社の中での話になるかと思っています。 

 

 そういうシステムということなのですね。 

 

 そうです。今回の公募では、特定目的会社を設立してＰＦＩ事業として

進めていただくことを想定しています。詳細については、今後、選定会の

実施方針を定める中で決めていくことになるかと思っています。 

 

 関連ですけれども、維持管理期間が１５年というのは、空調施設の大体

の寿命が１５年と理解してよろしいのですか。 

 

 おおむね１５年程度と捉えています。 

 

 分からないので教えていただきたいのですが、今回この事業を検討され

る上で、ＰＦＩ事業者を選定することのメリットは何でしょうか。 

 

 昨年度、ＰＦＩ等の導入検討調査を行いました。その中で導入の可能性

が見込めたことから、昨年度、総務局が所管するＰＦＩ等導入検討会にお

いて、いろいろと事業の手法について検討を行いました。事業の効率性や

質の向上について、直営方式とＰＦＩ方式の比較を行った結果、ＰＦＩ方

式で整備することが最も整備期間が短く、効果的であることが確認できた

ことから、ＰＦＩ事業を選定することとしたものです。 
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長澤委員 

 

前多教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

長澤委員 

 

 

 

 整備期間が短く済むというのは、どういうことでしょうか。 

 

 直営方式の場合、今の特別教室の空調設備もそうですが、まず市として

実施設計で１年かけ、その翌年に整備工事という形で、それを計画的に順

次行っていくとどうしても期間が長くなりますが、それを民間に委託する

ことで、公共と違って予算等の議会の承認も必要ないですから、設計と工

事を効率的に実施することができます。また、一番大きな理由としては、

いわゆる民間資金という形で事業者が一括して借入を行い、一気に整備を

進めることが可能で、市としては、それをＰＦＩ事業期間の１５年間で平

準化して支払うことができることがメリットになるかと思っています。 

 

 たくさんの施設を抱えている金沢市だからこそ、早期に整備をしていく

ことは喫緊の課題だと思いますし、そういうニーズにとても応じやすいも

のなのだということがよく分かりました。ありがとうございます。 

 

○ 報告第８号 令和８年度金沢市立小中学校児童・生徒数等について（学校職員課） 

（説明の概要）議案書２８ページ。報告にある数は５月１日現在の数であり、児童・生徒数につ

いては今後も変動があるものの、教員数と学級数については変動しない。 

 「１．児童・生徒数の推移」。小学校５２校１分校の合計は２万５０１人、中学校２４校１分校

の合計は１万７６０人、合計３万１，２６１人となり、１０年前と比べて３，８４８人減となっ

ている。 

 「２．教員数の推移」。小学校で１，２５１人、中学校で６９２人、合計１，９４３人となり、

１０年前と比べて１７人増となっている。 

 「３．学級数の推移」。小学校は、通常学級が７２９、特別支援学級が１５２の合計８８１学級、

中学校は、通常学級が３１１、特別支援学級が６９の合計３８０学級となっており、１０年前と

比べると小中学校ともに通常学級数は減少し、特別支援学級数は増加している。 

 

櫻吉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

櫻吉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつも同じ質問で申し訳ないのですが、特別支援学級の数が１．３～１．

４倍に増えていると思うのですが、実際に特別支援学級に在籍する児童生

徒数もそのぐらいのボリュームで増えているのですか。全体の児童生徒数

は出ているのですが、特別支援学級に通っている子の数はここには出てい

ないので、学級数が極端に言うと１．５倍になっているとして、特別支援

学級に通う子も１．５倍ぐらいになっているのか、それとも、そこまでは

増えていないけれども教室が増えているということなのかどうなのかとい

うことです。 

 

 特別支援学級に通う児童生徒数については増えています。また、特別支

援学級の数も増えています。ただし、教室に入る在籍人数が８人までとな

っていますので、児童生徒の数が増えた割合ときれいに同じになっている

かというと、多少ずれているように感じています。 

 

 学校訪問で回ったときに、特別支援学級の子どもが多くて、本来８人ま

でとなっていますが、障害の重い子が結構いて、先生方がこんなにたくさ

ん見切れるのかと思うことがあります。子どもの数が明らかに減ることは

分かっていますし、出生数が分かっているので、来年、再来年はこのくら

いだと分かるのですけれども、特別支援学級に来る子たちが今後もっと増

えていくのか、これで大体頭打ちになっているのかという見通しはありま

すか。そこをある程度予想しないと、専門的な教員の配置も、かなり前か

ら計画しておかないとうまくいかないのではないかと思うのですが、特別

支援学級に通う子たちは今後も増えていくという見通しでしょうか。 
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中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

櫻吉委員 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

 

長澤委員 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

長澤委員 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

長澤委員 

 

 

 

 今後、どうなっていくか確実なことは言えませんが、ここ最近の流れで

は特別支援学級の児童生徒数は年々増えています。特別支援的なニーズが

高まっており、保護者の要望として、よりきめ細かい指導を求める傾向が

ありまして、通常学級ではなく特別支援学級で落ち着いて勉強させたいと

いう保護者が増えています。今の流れでいくと、まだ若干増えていくと予

想しております。 

 

 そうなると、繰り返しになりますが、より専門的な教員の養成や手当て

が必要になってくるのではないかと思うので、その辺、よろしくお願いし

たいと思います。 

 

 櫻吉委員がおっしゃったように、特別な支援を必要する子どもなので、

特別支援教育が充実したものになるように、現在、特別支援教育の免許を

特別に取りに行くような制度もございますし、特別支援教育に関する研修

も実施されています。今後も特別支援学級の児童生徒数が増えることが予

想されています。今、全ての学校において特別支援学級が設置されていま

すので、その教育がしっかりと行われていくように対応していきたいと思

っています。 

 

 教員数の推移のところで、補助職員の方々が入っていないと思うのです

が、補助職員の方々はどのような活動をされているのでしょうか。 

 

 例えば給食の配膳員や校舎管理員に加え、教員の業務をサポートする教

員業務補助や学校サポーターなど、さまざまな業務を担当する職員が教員

以外に多くいます。この資料には示されていませんが、教員以外にそうい

う方々の力によって学校が運営されています。 

 

 その方々は増えているのですか。傾向はどうなっているのでしょうか。 

 

 人数は増えております。教員の業務を軽減するために、いろいろな会計

年度任用職員を増やしています。先ほど教員業務補助と言いましたが、そ

の人数についても、学校司書についても、年々増加するよう予算化してお

りますし、校内教育支援センターの支援員についても全ての小中学校に配

置しております。そのような形で、年々増やす方向で努力しております。 

 

 今後そういった方々の働きがとても重要になってくると思いますし、で

きればそのあたりも統計化されていくことを期待します。よろしくお願い

します。 

 

○ 報告第９号 金沢市立小中学校の勤務時間記録の集計結果（令和７年度分）について（学校職

員課） 

（説明の概要）議案書３０ページ。「１．対象者数及び対象職種等」。対象者数は小中学校合わせ

て２，０５６名で、対象職種は資料のとおりである。 

 「２．時間外在校等時間の平均」。令和７年度の時間外在校等時間の１カ月当たりの平均は、小

学校で３１時間５１分、中学校で４１時間２０分であった。令和６年度と比較して、小学校で１

時間２４分、中学校で１時間２０分減少している。 

 「３．時間外在校等時間の分布」。令和７年度の１カ月３０時間以内の時間外在校等時間の割合

は、小学校では４８．１％、中学校では３５．９％となっている。また、長時間の過重業務とさ

れている１カ月８０時間を超える教職員の割合は、小学校で０．９％、中学校で７．６％となっ

ている。 
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 「４．令和７年度の職種別集計」。１カ月当たり平均が最も多いのは、小中学校ともに「教頭」

となっている。 

 教職員の時間外在校等時間は、少しずつではあるが減少傾向が続いている。これは、各学校が

業務改善の工夫を重ねるとともに、教職員の意識も変わってきている結果だと捉えている。現在、

各学校においては、「金沢市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」に基

づく取り組みを行っているが、これまで以上に教職員の時間外在校等時間の縮減を図り、教職員

が本務に専念できる時間がより一層確保できるよう引き続き取り組んでいく。 

 

長澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

長澤委員 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 １カ月当たりの平均が、昨年度と比較して小学校で１時間２４分、中学

校で１時間２０分減少したというご報告がありました。平均でこれだけの

時間が減るというのは、やはり学校全体での努力の成果だろうと思います。

それぞれ大変一生懸命に取り組んでおられる結果がこのような形で出てい

ると思っております。 

 質問ですけれども、中学校の教頭が今年度、時間外在校等時間が増えて

しまっているところに関しては、きちんと向き合わなければならないと思

っております。要因など、分析しているものがあれば教えてください。 

 

 ここ近年の傾向ですが、教頭に昇任する人が非常に増えています。教員

とは違い、教頭業務は多岐にわたり、初めて業務を行う教頭先生にとって、

やはり長く時間がかかってしまっているということです。また、新任教頭

が増えたことで、２校目となる教頭先生は大きな学校に異動していきます。

小規模校とは違い、大規模校での勤務に時間を要することが中学校では特

に見られており、今回このような結果になったと捉えています。 

 

 確かに、新たに管理職という立場になられて、初めてのことも多く、戸

惑われることが多いと想像するところですが、であれば、そういったこと

に関して気軽に聞けるような横のつながりや、何か新任の教頭先生のフォ

ローができるような仕組みも今後考えていかれると円滑に進むかと思いま

した。 

 

 毎月、教頭先生方は任意の教頭会を行っており、そこで情報共有する中

で、業務の改善につながる部分も話し合いを行っています。また、中学校

の教頭先生については、部活動が終わった後、校舎を回って校舎内の確認

をしています。通常６時半や７時ごろから校舎を回りながら施錠、安全点

検をしていましたが、３月に策定した実施計画の中では、その業務を保安

点検員に任せる体制づくりを学校で進めてほしいということも示させてい

ただきました。長澤委員もおっしゃったように、学校全体で教頭の仕事を

手伝っていける体制づくりも大切だと考えておりますので、そういう話を

校長会議等でもしていきたいと思います。 

 

 ３月末に策定した業務管理計画の中では、いわゆる８０時間超えをゼロ

にするよう頑張りましょうということと、時間外在校等時間について３０

時間を切るように頑張りましょうということが記されています。この計画

は始まったばかりなので、しばらく推移を見ないといけないと思いますが、

中学校の先生方の８０時間超えが、昔に比べて随分減ったとは思うのです

けれども、それでもまだ７．６％です。小学校は０．９％と限りなくゼロ

に近づいていると思うのですが、中学校がなかなか減らない感じを受ける

のですけれども、何か要因は考えられますか。 

 

 中学校は小学校と比べると８０時間超えが非常に多い状況です。特に４

～６月については１６．５％ということで、全体で中学校の教員が６８０

人くらいなので、１００人はこういう状況の先生方がいるという現状です。
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野口教育長 

 

 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口教育長 

４～６月は、中学校では年度当初の業務に加え、例えば修学旅行が４月、

５月にほとんどの学校で行われますので、この準備に携わる教員がいるこ

と、５月、６月には春季大会、加賀地区大会もあります。それが終わった

後に中間テスト、期末テストがあります。中学校は先生方が自分でテスト

を作っています。丸付けについては自動採点システムが入りましたので軽

減されていますが、どうしても、この時期に集中する業務がまだ中学校の

先生方の負担になっています。ですから、何とかしてそういうところを少

しでも減らしていきたいと思っています。これからもまた学校と相談しな

がら、できることについて努めていきたいと考えています。 

 

 今のご説明を伺いながら、そのことを容認しているとなかなか減ってい

かないだろうという思いがありますし、最後に述べられたように、いろい

ろ努力をしながら、先生方が勤務時間の中で本務に専念する時間をどんど

ん生み出していかないと厳しいと思います。次期の学習指導要領では、そ

のあたりを踏まえて準備を進められていますが、ぜひ知恵を絞りながら、

中学校の先生方の８０時間超えを限りなくゼロに近づけていくことについ

て、力を合わせて頑張っていければと思いました。 

 

 もう一つ、先ほどそのような業務があって大変だという話をしましたが、

やはり８０時間を超える先生については意識の問題も大きいと思います。

こだわって一から自分で資料を作成するなど、ここまでやらないと気が済

まないという意識が強く、もっと改善できる部分はあるのですけれども、

先生方のこだわりによって多くの時間を費やしている現状もあります。 

そこについては意識改革を図りながら、決められた時間、限られた時間で

最大の業務をするという意識を、校長を通じてしっかりと指導していただ

きたいと思っています。 

 

 ぜひお願いいたします。 

 

○ 報告第１０号 令和８年度金沢市教員採用候補者選考試験の申込状況について（学校職員課） 

（説明の概要）議案書３３ページ。今年度は、理科、工業（電子情報）、工業（建築）、工業（土

木）の４区分で、それぞれ若干名の採用を予定している。申込者数は、理科０名、工業（電子情

報）２名、工業（建築）２名、工業（土木）２名、計６名となっている。 

 第１次試験は、７月４日に金沢市役所第二本庁舎で行う。試験科目は、教養試験、専門試験、

適性検査、集団面接である。第２次試験は、８月２２日に市立工業高等学校で行う。試験科目は、

模擬授業、口頭試問、個人面接である。 

 最終的な合否は、９月下旬に受験者全員に郵送で通知したいと考えている。 

 

山本委員 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 理科が０名ということで、このことに関しては、次年度、非常勤講師で

授業を行うという理解でよろしいでしょうか。 

 

 理科については採用申込がゼロでした。山本委員がおっしゃったように、

来年度については講師で対応していく予定となっています。 

 

 工業の方は割合申込があって理科がゼロというのは、採用に関する情報

が行き届かなかったのか、それとも、たまたまそうだったのか。参考まで

に、理科や他の教科はこれまで募集した中で何人くらい応募があるのです

か。 

 

 年によりますが、昨年度については、数学、理科、機械、電子情報、建

築の５区分で募集して、数学３名、理科１名、機械２名、電子情報３名、
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野口教育長 

 

中田学校職員課長 

 

 

野口教育長 

 

 

 

 

 

 

 

中田学校職員課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口教育長 

建築０名ということで、過去をさかのぼってもやはり申込ゼロの年はあり

ます。これについては、教員募集の周知が少ないということはなく、小中

学校やいろいろな公共施設など県内の至る所、また全国の大学等にも送っ

ているのですが、なかなか人が集まらないという状況が見られています。 

 

 ちなみに、理科がゼロですよね。来年も理科の募集をかけますか。 

 

 かけます。しっかりと人を集められるように、今年度以上に頑張って声

かけをしたいと思っています。 

 

 ぜひよろしくお願いします。私も事務局内部の人間なので頑張りましょ

うとしか言いようがないのですが、全国的にも県も教員採用の応募者が減

っている中でなかなか厳しい部分はあるのですけれども、ぜひ市立工業の

魅力をしっかり伝えながら、いい先生がたくさん採用できればいいなと思

いますので、頑張りましょう。 

 理科や数学は人数が少ないというのは特異ですか。かつて英語や国語な

どは多かった記憶があるのですけれども。 

 

 過去をさかのぼっていきますと、実は工業は募集してもあまり人数が集

まらない傾向があります。それは、民間の会社の勢いがあって、雇用条件

が民間の方が教員以上に良く、学生がそちらに流れていくケースが多かっ

たからです。ただ、普通教科については、市立工業でこれまで保健体育や

社会などがありますが、１０年前の平成２８年度については保健体育を募

集したときに１９名の申込がありましたし、数学についても９名の申込が

ありました。そういう時代もございましたが、現在はなかなか厳しい状況

になっています。 

 

 では、かつての人数を基に頑張りましょう。 

 

○ 報告第１１号 新たな金沢型工業教育モデル懇話会の設置について（市立工業高等学校事務

局） 

（説明の概要）議案書３５ページ。金沢市立工業高等学校における学びの指針となる「金沢型工

業教育モデル」は、現行モデルの実践開始から５年を経過することに加え、近年の急速な技術革

新への対応など課題があることから、これまでの実践結果を検証するとともに、今後の具体的な

取り組みについて検討するため、「新たな金沢型工業教育モデル」策定のための懇話会を設置する

ものである。 

 懇話会委員の構成については、教育界や産業界の有識者など、資料に記載の１０名である。 

 今後の予定については、８月ごろに第１回懇話会を開催し、その後、年度末まで３回程度の開

催を通してさまざまなご提言を頂きながら、これからの本校の工業教育のあり方について新たな

モデルとして取りまとめる予定である。 

 

長澤委員 

 

今井市工高事務局

長 

 

 

 

 

 

 

 この５年間の検証の対象はどういったことになるのでしょうか。 

 

 今年度を含め、この５年間、現行の工業教育モデルに沿って様々な実践

をしてまいりました。かいつまんで申し上げますと、策定委員からご提言

を頂いた市立工業高校が取り組むべき事項について、入口となる生徒の募

集、中身となる授業の充実、出口となる就職・進学支援の三つに大別して、

それぞれの段階での基本的な方向性や具体的な取り組みを体系的にまと

め、いろいろな学びを進めているところです。その一つ一つについて、こ

の５年間で効果のあったもの、今後のことを考えてもっと拡充すべきこと、

また、技術革新等に対応して今後何が必要かということを考え合わせ、次
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長澤委員 

 

 

 

 

今井市工高事務局

長 

 

 

 

野口教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今井市工高事務局

長 

のモデルの内容に落とし込んでいくものです。 

 

 よく分かりました。ありがとうございます。三つの中で授業の充実が一

番大事なところだと思います。どのような点を検証されていくのかは懇談

会に委ねるものですが、ぜひ生徒たちの意見も吸い上げて、それを検証の

対象にされるということもあっていいかと思います。 

 

 委員の仰せのとおり、本校の生徒の意見や教員の意見、また、この懇話

会には、中学生の現状もお聞きしたいとの目的で、中学校校長会からも委

員を迎えておりますので、そういった声を大切にしながら新しいモデルに

反映させていきたいと存じます。 

 

 この形でやっていただければと思いますが、設置の目的の中にもあるよ

うに、いわゆる次期学習指導要領について、産業教育ワーキングの議論が

あります。工業高校に関係するものとしてもう一つ、情報や技術のワーキ

ングもそうです。そちらの審議も進んでいますので、ぜひそこもしっかり

と注視いただきたいと思います。恐らく今度の８月ぐらいに次期学習指導

要領について中教審から答申が行われて、小中学校は改訂になるのですが、

高校は残念ながら令和９年度が改訂の年になりますので、先取りしながら

というか、情報がどんどん出てきますから、その内容を踏まえて会の中で

反映いただきたいとうれしいという要望だけお伝えさせていただこうと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

はい。 

 

○ 報告第１２号 瑞芳高級工業職業学校への交流団派遣について（市立工業高等学校事務局） 

（説明の概要）議案書３７ページ。瑞芳高級工業職業学校は、台湾の水利事業に尽くした八田與

一技師が設立に携わり、土木や建築といった本校とも共通する学科を有している。これまでに市

長や教育長、本校校長等が訪問し、交流の実現に向けた準備を進めてきた。今年度は本校の生徒

からなる交流団を初めて台湾へ派遣し、両校の本格的な交流を開始する。 

 本校校長を団長とした１１名の生徒が、７月２０～２３日の期間、訪台する。交流の内容につ

いては現在も調整を進めているが、本校のものづくり教育をさらに推進するため、両校生徒によ

る実習等を通して協働的な学びを深めたいと考えている。 

 来年度以降についても、相互の派遣による交流活動の継続を予定している。 

 

山本委員 

 

 

 

 

今井市工高事務局

長 

 

長澤委員 

 

 

今井市工高事務局

長 

 

 

 交流が開始されるということで、非常に喜ばしいと思っています。生徒

にとっても非常に貴重な体験で、良い学びになると思います。今回１１名

ということですが、これは希望者を募るのでしょうか。それとも教員が推

薦するのでしょうか。 

 

 今回参加の１１名の生徒については、今年度当初に校内で公募し、決定

したものです。 

 

 生徒たちの安全を確保することが大事だと思うのですが、どういう所に

泊まるのですか。 

 

 いろいろな事件等を報道で見聞きし、修学旅行や課外活動における生徒

の安全には、私どもも平素以上に気を払っているところです。お尋ねのあ

りましたホテルにつきましては、当然、治安等に配慮し、かつ、台湾での

滞在期間中、各所への移動で過度な負担がかからないように配慮して、今
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櫻吉委員 

 

 

今井市工高事務局

長 

 

 

 

 

櫻吉委員 

 

今井市工高事務局

長 

 

 

 

野口教育長 

 

 

 

 

 

今井市工高事務局

長 

回は連泊する宿を拠点にして台湾を移動する計画を立てています。 

 

 そこを拠点に台湾を移動するとおっしゃったのですが、学校以外の所も

どこか見学に行かれるのですか。 

 

 主たる目的は瑞芳高級工業職業学校の生徒たちと交流を深めることです

が、貴重な機会ですので、それ以外にも台湾の先進的な企業や、また、八

田與一技師のほかにも金沢に所縁のある偉人が残した建築物などが多くご

ざいますので、これらの視察を通して生徒の学びを深めていきたいと考え

ています。 

 

 ダムはちょっと遠くて見学は難しいのではないですか。 

 

 おっしゃるとおり、瑞芳高級工業職業学校と烏山頭ダムはそれぞれ台湾

の北と南の端に位置しますので、今回の行程では難しいと考えます。ただ、

本校の修学旅行先を昨年度から台湾に変更しており、その際には、全生徒

が烏山頭ダムを訪れ、現地での学びを深めることとしております。 

 

 台北に軸を置くにしても、瑞芳までは高速道路で１時間ほどかかると思

いますので、ぜひお気を付けてお出かけください。そして、向こうの校長

もハン校長から女性の校長に確か代わられたはずですし、こちらも西東先

生から中村先生に代わって、新しい局面に入り、次の新たな交流になると

思います。実り多き交流になりますように願っています。 

 

 ありがとうございます。 

 

○ 報告第１３号 令和８年度かなざわ市民アカデミーについて（生涯学習課） 

（説明の概要）議案書３９ページ。本市の地域文化などからテーマを取り上げ、学ぶことができ

る生涯学習講座『かなざわ市民アカデミー』を１０月２９日の講演会を皮切りに開催する。今年

度が金沢美術工芸大学開学８０周年、金沢市民芸術村開村３０周年の年であることから、市民の

皆さまに芸術、アートをより身近に感じ親しんでいただく契機としたいと考え、「日常にアートを、 

心に彩りを。」を今年度のテーマとした。 

 市民アカデミーの流れだが、「導入」の部分では演出家の宮本亞門さんを講師に招き、「人生を

味わう～伝統を知って 未来を描く～」という演題でご講演いただく。続く「探求」「展開」で学

びを深め、広げていただきたいと思っており、市図書館とも連携しておすすめ本を展示するなど、

さまざまな情報提供を行う。 

 宮本亞門さんの講演会については、委員の皆さまには別途ご参加のご案内をさせていただく。 

 

 （特になし） 

 

○ 報告第１４号 韓国・全州市立図書館への訪問について（図書館総務課） 

（説明の概要）議案書４１ページ。金沢市図書館と姉妹都市である韓国・全州市の図書館は、平

成２７年に締結した「友好提携交流の展開に関する合意書」に基づき、定期的に図書を送り合い、

また職員が交流するなどして図書館サービスの参考にするとともに、市民の姉妹都市に対する理

解と友好を深めてきた。 

 今般、図書館関係者を全州市に派遣して、締結から１０年余を経た合意書について、社会情勢

の変化に対応し合意項目を追加した内容で再締結を行い、姉妹都市図書館交流を一層推進すると

ともに、姉妹都市友好交流のますますの発展に寄与する。 
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 訪問の日程は８月１０～１２日の３日間で、交流担当館である金沢海みらい図書館の館長と司

書１名が、村山市長を団長とする市代表団の一員として訪問する予定である。 

 これまでの交流実績については３に記載のとおり。全州市の図書館から寄贈された図書は、気

軽に市民が手に取ることができるように、金沢海みらい図書館３階の日本海情報コーナー等に設

置している。また、韓紙体験教室や韓国映画上映会を実施するなど、市民が全州市への理解を深

める機会を提供するほか、両市の図書館職員による児童サービスの事例報告会を行った。 

 再締結する合意書の主な内容は、現行の合意書に、近年急速に普及した電子書籍等の「デジタ

ル資料の活用に関する情報交換」の項目を追加することに加え、締結から１０年余りたつ間に全

州市の交流担当図書館が「全州市立完山図書館」から「全州市立図書館」に変わっているため、

実態に合うように変更する予定である。 

 合意書を再締結した後は、より一層、姉妹都市図書館交流、及び本市の姉妹都市友好交流に努

める。 

 

野口教育長 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 

 

 

野口教育長 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 

野口教育長 

 

長澤委員 

 

 

 

 

 

 

岩﨑図書館総務課

長 

 金沢市から全州市の図書館へ訪問団が行くことは久しぶりですよね。 

 

 おっしゃるとおり、図書館関係者の訪問は大変久しぶりです。まず平成

２７年に合意書締結のために行き、平成２９年に韓国の読書大展にお招き

いただき、その後は世界的に新型コロナウイルス感染症が流行して、なか

なか行き来することもままならずといった状態で今に至っています。 

 

 久しぶりに向こうでの交流ということですね。 

 

 大いに交流して、姉妹都市交流を深めてまいりたいと思っています。 

 

 

 ぜひお願いいたします。 

 

 先日、県立図書館の田村館長の書籍を読んだのですけれども、図書館と

いうのは、今までは情報を提供する場だったけれども、今後はさまざまな

ものを創造するという視点を意識されているというお考えに感銘を受けま

した。ぜひ今後、交流をされる中で、図書館で何をつくっていくことがで

きるかという視点で議論していただけたら、交流の実も上がるかと思いま

した。 

 

 ご意見をいただき、ありがとうございます。その点も考えながら交流し

てまいりたいと思っております。 

 

○ その他（１） 今後の水泳授業のあり方検討について（学校指導課） 

（説明の概要）議案書４２ページ。近年の気候変動等の影響による熱中症リスクや教員の負担軽

減、各学校のプール施設の老朽化を踏まえ、本市における今後の水泳授業のあり方について検討

する。 

 「１．事業概要」。試行モデル事業を実施し、アンケート等による効果検証を行うとともに、学

識経験者や水泳競技関係者等で構成される検討委員会において、今後の持続可能な水泳授業のあ

り方について検討し、骨子を策定する予定である。 

 「２．検討内容」。学校及び学校以外のプール施設にて水泳授業を実施する方法や、外部指導者

を活用した指導体制等を検討するとともに、試行モデル事業を実施し、その教育効果や教職員の

負担、移動コスト等を検証する予定である。 

 「３．試行モデル事業の実施」。今年度は、学校プール施設の老朽化などが進んでいる長田町小

学校と粟崎小学校を実施校とし、全学年の児童を対象に、民間プール施設等を活用し、その学校
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の教員とともに、委託したプール事業者の指導者が６～１０月の期間で指導することとなる。 

 「４．検討委員会委員」は、学識経験者、水泳協会、金沢プール共同事業体、保護者、学校関

係者の８名である。 

 「５．スケジュール」。今年度中に３回の開催を予定しており、既に５月２９日に第１回検討委

員会を開催した。第１回検討委員会では、水難事故から命を守るために水泳授業は必要であると

いう意見が多くあった。一方で、水質管理の負担が大きいことや熱中症予防対策、気候変動を加

味した水泳授業の実施等の判断が課題になってくるという意見もあった。今後の検討委員会につ

いては、試行モデル事業の経過状況の報告や先進自治体への視察報告等を行い、さらに具体的な

議論を進めていく予定である。第２回、第３回の検討委員会を経て、今後の水泳授業のあり方の

骨子を策定したい。 

 なお、今後の水泳授業のあり方については、７月２３日に行われる総合教育会議において協議

していただくこととなっている。その際に第１回検討委員会の資料もお示しさせていただく。 

 

野口教育長 

 

 

作田学校指導課長 

 

 確認ですが、今日はこの説明だけで、詳細な質問等は総合教育会議の中

でしていただくという方向でよろしいですか。 

 

 そのとおりでございまして、また改めて総合教育会議の折りにご意見を

賜れればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

                                      以  上 

     会 議 録 署 名 

               教 育 長     署 名     

               教 育 委 員     署 名     

                                 （長澤委員）
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［非公開議案の審議結果について］ 

○ 議案第１５号 金沢子どもを育む行動推進委員会委員の委嘱等について（教育総務課） 

 

 

 

 

                                     以  上 
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